
週間国際経済 2020（31）№241  10/18～10/24    金俊行（きむじゅねん） 

 

10/18・ワクチン開発足踏み ファイザーやモデルナ、遅れ発表 安全証明なお課題 

 

10/19・ITにマネー集中一段と 時価総額、世界で 4分の 1迫る ＜1＞ 

    金融の比率最低の 17％ エネルギーは 5％未満 過熱感に危うさも 

  ・中国 4.9％成長に加速 7-9月 投資・輸出けん引 ＜2＞ 

 

10/20・日本の輸出、中国が支え 4-9月 3.5％増 全体は 19.2％減 

  ・欧州感染者、第 1波の 3倍 移動緩和で再拡大 景気に二番底懸念 

  ・サイバー攻撃、東京五輪標的 「ロシアが計画」と英政府 

  ・菅首相、ベトナムで演説 東南アに供給網分散  ＜3＞ 

    「法の支配」も強調 対中戦略、連携呼びかけ 

 

10/21・米司法省、グーグル提訴 独禁法違反「検索で競争阻害」 ＜4＞ 

    アップルの契約「反競争的」 マイクロソフト以来 20 年ぶり大型訴訟 

  ・ネットフリックス最高益 会員は 1％増止まり コロナ需要一服 ＜5＞ 

  ・GM、EVに 2100億円投資 本格展開備え 

  ・デジタルドル、選挙が左右 共和「民間で」、民主は推進 

    FRB 議長、研究に力「最先端に」 

 

10/22・チェコとアイルランド 欧州初の再封鎖 

  ・ペイパル、仮想通貨対応 買い物支払い 来年、世界で可能に 

 

10/23・米大統領選挙討論会 最後の直接対決 

    トランプ氏「コロナ峠越えた」 バイデン氏「危機終わらせる」 

  ・米、対中輸出規制に死角 半導体、中国企業の自立「後押し」も 

  ・日英 EPA（経済連携協定）署名 1月発効目指す 

    英 EU 協定、日本企業左右 日英 EPA だけでは不十分 破談なら関税コスト重く 

  ・米新規感染者数、再び世界最多 インド抜き 6万人迫る 

  ・米航空３社、赤字 1兆円 7-9月 人員削減費かさむ 

 

10/24・ファーウェイ減速鮮明 米規制で増収 9.9％止まり（1-9月） ＜6＞ 

  ・「デジタル人民元」法整備 中国、発行準備さらに加速 民間の発行禁じる 

  ・欧州景気、迫る二番底 10月景況感「不況圏」に 若者の失業率、各国で上昇 

  ・イスラエル、スーダンと国交正常化 米仲介で合意 



 


